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秋田県と災害時における協定を締結

10月8日（水）、秋田県庁において、秋田県と秋田県葬祭業協同組合（半田雅之理事長）及び全日本葬祭業協同
組合連合会（松井昭憲会長）の3者による「災害時における棺及び葬祭用品の供給等の協力に関する協定」にか
かる締結式が行われました。
全日本葬祭業協同組合連合会及び加盟組合は、日頃から災害時に備え木棺等を備蓄しており、現在、本県を
含む40都道府県との間で、大規模災害・事故が発生した場合に遺体の保全、搬送や物資の拠出等支援活動を
行う協定を締結しています。東日本大震災では、国や自治体からの要請により、棺約5，100本をはじめ仏衣や
納体袋を提供するとともに、ボランティアとして棺の組立やご遺体の搬送作業等を行いました。
今回の協定では、秋田県内において災害が発生した場合、市町村から秋田県を通じて協力要請が行われる
と、秋田県葬祭業協同組合及び全日本葬祭業協同組合
連合会が、適切かつ速やかに「棺及び葬祭用品の供給
並びに作業等の役務の提供」及び「遺体の搬送（主に検
案後の遺体の搬送）」を行うことを定めました。
佐竹敬久知事は「秋田県では、平成25年2月に広域
火葬計画を策定し、東日本大震災のような大災害に備
え、市町村間の火葬の調整や隣県等への応援態勢の整
備を行っていたが、このたび、秋田県総合防災計画の
見直しに伴い、葬祭業者と協力協定を締結することと
した。今後も連絡調整を行い万全の体制を整えていき
たい。」と述べられました。
半田理事長は、「今後は県の防災訓練等に参加し、よ
り現実的な場面を想定した体制を整備していきます。
万が一の場合には、22組合員が連携し、ご遺族の心の
ケアも含め、総合的に支援して参ります。」と決意を新
たにしています。

【締結式（左から半田理事長、佐竹知事、松井会長）】

平成25年度補正「中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・
サービス革新事業」について（秋田県地域事務局）
平成25年度補正「中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・
サービス革新事業」（以下、平成25補正）の2次公募採択企業が9
月29日（月）に公表され、本県からは39件が採択となり、平成25
補正における本県採択企業数は合計127件となりました。（平成
24補正採択企業数は101件）
【採択企業の特徴】
平成25補正では、製造業に限らず全ての中小企業者が対象と
なったことを受け、幅広い業種から多数の応募がありました。
（内訳：ものづくり105件、革新的サービス22件）
本事業の採択は、平成24補正同様、応募案件の書面、地域採
択委員会、全国採択委員会での厳しい審査過程を経て決定さ
れました。採択された事業計画に共通する特徴として、①申
請事業の取組課題と目標及びその解決方法が明確である、②
その成果により他社との優位性、収益性が確保出来る、③事
業化への工程に具体性がある、等が挙げられます。また、支援
施策を有効かつタイムリーに活用するためには、事業活動の
課題や解決方法を日頃から検討、整理することが重要である
ことを改めて認識しました。
採択企業の業種別内訳を見ると、農業、建設業、運輸業、
サービス業等様々な業種があり、今後各分野において積極的
な事業展開が期待されます。
前回の平成24補正の採択企業からは、｢生産性が向上した｣、

【10月8日（水）交付申請説明会の様子（2次公募）】

平成 25年度補正採択企業（業種別内訳）
1次公募

2次公募 計
1次締切 2次締切

農業 0 0 1 1

建設業 0 0 1 1

製造業 26 48 33 107

情報通信業 0 0 2 2

運輸業 0 0 1 1

卸・小売業 0 4 1 5

飲食店・宿泊業 0 1 0 1

サービス業 3 5 0 8

その他 0 1 0 1

計 29 59 39 127
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景況レポート
（9月分・情報連絡員80名）

製造業DI値が21．8ポイント悪化
〜コスト上昇により売上、収益ともに悪化〜

【概況】9月分の県内景況は、前年同月と比較して、景況が「好転」したとす
る向きが11．3％（前月調査12．5％）、「悪化」が42．5％（同41．3％）で、
業界全体のDI値は−31．2となり、前月調査と比較して2．4ポイント下
回った。県内景況は、一部の業種では季節的要因等により業況が回復しつ
つあるものの、依然として原材料や燃料の高騰による影響が大きく、売
上、収益ともに悪化しており、業界全体のDI値は4ヶ月連続して前月を下
回った。今後とも県内景況の動向を注視していきたい。

前月との比較（景況DI） 8月 9月 増　減
製   造  業 −18．8 −40．6 −21．8
非製造業 −35．4 −25．0 10．4

　製造業のDI値は、−40．6となり前月比で21．8ポイント悪化。機械金
属と鉄鋼では、前月同様に民間・公共公事ともに受注が増加しており、平
成26年12月分までの受注量を確保している状況。一方、食料品、繊維工
業では、円安の進行等の影響で、原材料価格と燃料価格が上昇しており、
収益状況が悪化している。
　非製造業のDI値は、−25．0となり前月比で10．4ポイント改善。商業
卸や古紙では、消費税増税の影響による個人消費の低迷で、前年同月比で
売上が減少した。一方、型枠工事では、前月同様に民間・公共工事ともに
受注が増加しているものの、人材不足や雇用環境の改善が課題となって
いる。また、運輸業では、引越しや平成26年産米の輸送等で輸送量が前月
比で増加した。� （回答数：80名　回答率：100％）

※DI値とは、Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）の略で、増加（好転）したとする企業割合から、減少（悪化）したとする企業割合を差し引いた値です。
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［天気図の見方］ 前年同月比のDI値をもとに作成しています。

［凡例］
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好転 悪化 D.I値業界全体好転悪化割合［前年同月比］

｢取引先からの引き合いがあった｣、「他社との差別化が可能となった」､｢コスト削減により優位性が確保でき
た｣、「販売増が期待できる」､「より高性能な製品開発に成功した」等の声が聞かれ、多くの企業が本事業の活用
による効果を実感しています。
本会では、平成25年度補正も、地域事務局として円滑な事業推進を支援するとともに、今後も会員の皆様に
対し各種支援施策等有益な情報の提供に努めます。
【ものづくり補助金に関するお問い合わせ先】　秋田県地域事務局（☎018－874－9443）

平成25補正事業　採択事例紹介

秋田協同印刷株式会社　（製造業）
【テーマ】�新しい付加価値を提供する超短納期一貫印刷ビジ

ネス事業の拡大
【担当者より】
デザインから配送まで超

短納期ニーズを持つお客様
に対し、競争力の高い付加
価値を有する印刷ビジネス
事業を拡大します。

協同組合秋田市民市場　（卸・小売業）
【テーマ】�オールインワン型最新発泡スチロール減容機導入
【担当者より】
循環型社会構築への取り

組みを広くアピールするこ
とで、イメージアップを図
り売上増加に繋げていきま
す。

※�ミラサポHP「補助金虎の巻」において、ものづくり補助金の申請のポイントや全国の採択事業者活用例
が紹介されておりますので、是非ご参照下さい。
　https://www.mirasapo.jp/features/subsidy/vol1/index.html

【CTPセッター】 【発泡スチロール減容機】


